
 申請書と一致させる

 現在の資材置き場
※申請地ではない

【必要書類４・５】
配置図面と一致させる

 申請書の3番の工作物
 欄の記載と一致させる

 注）１ 申請人の職業・業務について行政庁の営業免許等を要するものはその写しを添付すること。

２ 既存の置場の状況資料として位置図及び平面現況図（又は写真）を添付すること。

３ 申請地の利用計画及び附帯施設計画については平面図を添付すること。

４ 付帯施設の計画がない場合は、空欄ではなく「仮設プレハブやコンテナなど付帯施設

  の設置は計画していません」などと具体的に記載すること。

５ 各事項ともできるだけ具体的に箇条書きに整理して記入すること。

 行政庁の営業免許・

許可等を要するものは

その写しを提出

（資材置場）設置事業計画書

事業計画者
住     所

うるま市字具志川〇〇番地1

氏   名 職業又は主要業務

宇留間 慧 建築業

申請地 具志川上具志川原〇番・△番

既存（資材置場）

の状況

（ 月 日現在）

所在地 面積 資材（   ）の種類 数量 保管方法

具志川上具志川原

□番
600㎡

木材

鉄材

ブロック

1ｔ

1ｔ

1ｔ

露天

新たに

（資材置場）を必要

とする具体的理由

現在使用している資材置場は借地で、地主から返却を求められているため

目的地を選定した理由

事業所等との位置的関係

等
現在使用している資材置場からも近く、道路沿いで交通の便も良いため

申請地の

利用計画

資材、設備等の種類 数量 必要面積 保管方法・その他

木材

鉄材

ブロック

1ｔ

1ｔ

1ｔ

200㎡

100㎡

100㎡

面積 構造・その他

倉庫 1 18㎡ プレハブ

既存の資材置場の位置

図及び写真を提出する

こと

隣接地等への被

害防除及び保安

措置等

転用することによって、付近の土地、農作物等に被害を与えないよう万全の対策を講

じます。万が一被害を与えた場合には、責任を持って対処いたします。

その他特記事項

(資材置場)設置事業計画書記入例

露天

付帯施設

の計画

種   別 数量


